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(57)【要約】
【課題】基地局と端末が通信する無線通信システムにお
いて、基地局が端末に対する制御情報を、物理下りリン
ク制御チャネルだけでなく、拡張された物理下りリンク
制御チャネルを介して通知する場合においても、効率的
に探索領域の位置を設定することができる端末装置を提
供すること。
【解決手段】基地局装置と通信する端末装置であって、
第１の報知情報を伝送する第１の物理チャネルであって
、６個のリソースブロックにより配置される第１の物理
チャネルを受信し、拡張物理下りリンク制御チャネル用
共通探索領域内の拡張物理下りリンク制御チャネルをモ
ニタし、拡張物理下りリンク制御チャネルのＯＦＤＭシ
ンボルの開始位置である第１の開始位置は、第１の報知
情報により指示され、拡張物理下りリンク制御チャネル
は、ページングに関する拡張物理下りリンク制御チャネ
ルである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置と通信する端末装置であって、
　第１の報知情報を伝送する第１の物理チャネルであって、６個のリソースブロックによ
り配置される第１の物理チャネルを受信し、
　拡張物理下りリンク制御チャネル用共通探索領域内の拡張物理下りリンク制御チャネル
をモニタし、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルのＯＦＤＭシンボルの開始位置である第１の開始
位置は、前記第１の報知情報により指示され、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、ページングに関する拡張物理下りリンク制御
チャネルである、
　端末装置。
【請求項２】
　前記第１の物理チャネルは、物理報知チャネルとは異なる、請求項１に記載の端末装置
。
【請求項３】
　トランスポートブロックを伝送する物理下りリンク共用チャネルを、ＯＦＤＭシンボル
の第２の開始位置を用いて受信する、請求項１に記載の端末装置。
【請求項４】
　端末装置と通信する基地局装置であって、
　第１の報知情報を伝送する第１の物理チャネルであって、６個のリソースブロックによ
り配置される第１の物理チャネルを送信し、
　拡張物理下りリンク制御チャネル用共通探索領域内の拡張物理下りリンク制御チャネル
を送信し、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルのＯＦＤＭシンボルの開始位置である第１の開始
位置を、前記第１の報知情報により指示され、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、ページングに関する拡張物理下りリンク制御
チャネルである、
　基地局装置。
【請求項５】
　前記第１の物理チャネルは、物理報知チャネルとは異なる、請求項４に記載の基地局装
置。
【請求項６】
　トランスポートブロックを伝送する物理下りリンク共用チャネルを、ＯＦＤＭシンボル
の第２の開始位置を用いて送信する、請求項４に記載の基地局装置。
【請求項７】
　基地局装置と通信する端末装置の通信方法であって、
　第１の報知情報を伝送する第１の物理チャネルであって、６個のリソースブロックによ
り配置される第１の物理チャネルを受信する過程と、
　拡張物理下りリンク制御チャネル用共通探索領域内の拡張物理下りリンク制御チャネル
をモニタする過程と
　を有し、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルのＯＦＤＭシンボルの開始位置である第１の開始
位置は、前記第１の報知情報により指示され、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、ページングに関する拡張物理下りリンク制御
チャネルである、
　通信方法。
【請求項８】
　端末装置と通信する基地局装置の通信方法であって、
　第１の報知情報を伝送する第１の物理チャネルであって、６個のリソースブロックによ
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り配置される第１の物理チャネルを送信する過程と、
　拡張物理下りリンク制御チャネル用共通探索領域内の拡張物理下りリンク制御チャネル
を送信する過程と
　を有し、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルのＯＦＤＭシンボルの開始位置である第１の開始
位置は、前記第１の報知情報により指示され、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、ページングに関する拡張物理下りリンク制御
チャネルである、
　通信方法。
【請求項９】
　基地局装置と通信する端末装置に搭載可能な集積回路であって、
　第１の報知情報を伝送する第１の物理チャネルであって、６個のリソースブロックによ
り配置される第１の物理チャネルを受信する処理部を備え、
　前記処理部は、拡張物理下りリンク制御チャネル用共通探索領域内の拡張物理下りリン
ク制御チャネルをモニタし、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルのＯＦＤＭシンボルの開始位置である第１の開始
位置は、前記第１の報知情報により指示され、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、ページングに関する拡張物理下りリンク制御
チャネルである、
　集積回路。
【請求項１０】
　端末装置と通信する基地局装置に搭載可能な集積回路であって、
　第１の報知情報を伝送する第１の物理チャネルであって、６個のリソースブロックによ
り配置される第１の物理チャネルを送信する処理部を備え、
　前記処理部は、拡張物理下りリンク制御チャネル用共通探索領域内の拡張物理下りリン
ク制御チャネルを送信し、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルのＯＦＤＭシンボルの開始位置である第１の開始
位置は、前記第１の報知情報により指示され、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、ページングに関する拡張物理下りリンク制御
チャネルである、
　集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置、基地局装置、通信方法および集積回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅ
ｃｔ）によるＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）、ＬＴＥ－Ａ（ＬＴＥ
－Ａｄｖａｎｃｅｄ）やＩＥＥＥ（Ｔｈｅ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉ
ｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）によるＷｉｒｅｌｅｓ
ｓ　ＬＡＮ、ＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆ
ｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ）のような無線通信システムでは、基地局（基
地局装置、下りリンク送信装置、上りリンク受信装置、ｅＮｏｄｅＢ）および端末（端末
装置、移動局装置、下りリンク受信装置、上りリンク送信装置、ユーザ装置、ＵＥ）は、
複数の送受信アンテナをそれぞれ備え、ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉ
　Ｏｕｔｐｕｔ）技術を用いることにより、データ信号を空間多重し、高速なデータ通信
を実現する。また、特に、ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａでは、下りリンクでＯＦＤＭ（Ｏｒｔ
ｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）
方式を用いて高い周波数利用効率を実現するとともに、上りリンクでＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓ
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ｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ－Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅ　Ａｃｃｅｓｓ）方式を用いてピーク電力を抑制している。
【０００３】
　図２１は、ＬＴＥの通信システム構成を示す図である。図２１では、基地局２１０１は
端末２１０２に、物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Ｐｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎ
ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ）を用いて下りリンク送信データ２１０４に
関する制御情報の通知を行う。このとき、共通探索領域にＰＤＣＣＨ２１０３を配置する
こともできるし、端末固有探索領域にＰＤＣＣＨ２１０４を配置することもできる。共通
探索領域と端末固有探索領域とは、ともにサブフレームの先頭から所定数のＯＦＤＭシン
ボル上で規定される（非特許文献１、非特許文献２）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏ　ｊ
ｅｃｔ；　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｇｒｏｕｐ　Ｒａｄｉｏ
　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；　Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅ
ｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　（Ｅ－ＵＴＲＡ）；　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃ
ｈａｎｎｅｌｓ　ａｎｄ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　（Ｒｅｌｅａｓｅ　１０）、２０１１
年６月、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１　Ｖ１０．２．０　（２０１１－０６）。
【非特許文献２】３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅ
ｃｔ；　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｇｒｏｕｐ　Ｒａｄｉｏ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；　Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓ
ｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　（Ｅ－ＵＴＲＡ）；　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａ
ｙｅｒ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅｓ　（Ｒｅｌｅａｓｅ　１０）、２０１０年６月、３ＧＰＰ
　ＴＳ　３６．２１３　Ｖ１０．２．０　（２０１１－０６）。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、１つの基地局が収容できる端末の数を増加するために、物理下りリンク
制御チャネルだけでなく、拡張された物理下りリンク制御チャネルを用いることが考えら
れる。この拡張された物理下りリンク制御チャネルは、必ずしもサブフレームの先頭のＯ
ＦＤＭシンボル上に規定されない。そのため、従来の方法では、探索領域の位置を基地局
と端末との間で共通に設定することができず、伝送効率の向上が妨げられる要因となる。
【０００６】
　本発明は、上記問題を鑑みてなされたものであり、その目的は、基地局と端末が通信す
る無線通信システムにおいて、基地局が端末に対する制御情報を、物理下りリンク制御チ
ャネルだけでなく、拡張された物理下りリンク制御チャネルを介して通知する場合におい
ても、効率的に探索領域の位置を設定することができる端末装置、基地局装置、通信方法
および集積回路を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
（１）この発明は上述した課題を解決するためになされたもので、本発明の一態様による
端末装置は、基地局装置と通信する端末装置であって、第１の報知情報を伝送する第１の
物理チャネルであって、６個のリソースブロックにより配置される第１の物理チャネルを
受信し、拡張物理下りリンク制御チャネル用共通探索領域内の拡張物理下りリンク制御チ
ャネルをモニタし、前記拡張物理下りリンク制御チャネルのＯＦＤＭシンボルの開始位置
である第１の開始位置は、前記第１の報知情報により指示され、前記拡張物理下りリンク
制御チャネルは、ページングに関する拡張物理下りリンク制御チャネルである。
【０００８】
（２）また、この発明の他の態様は、上述した端末装置であって、前記第１の物理チャネ
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ルは、物理報知チャネルとは異なる。
【０００９】
（３）また、この発明の他の態様は、上述した端末装置であって、トランスポートブロッ
クを伝送する物理下りリンク共用チャネルを、ＯＦＤＭシンボルの第２の開始位置を用い
て受信する。
【００１０】
（４）また、この発明の他の態様による基地局装置は、端末装置と通信する基地局装置で
あって、第１の報知情報を伝送する第１の物理チャネルであって、６個のリソースブロッ
クにより配置される第１の物理チャネルを送信し、拡張物理下りリンク制御チャネル用共
通探索領域内の拡張物理下りリンク制御チャネルを送信し、前記拡張物理下りリンク制御
チャネルのＯＦＤＭシンボルの開始位置である第１の開始位置を、前記第１の報知情報に
より指示され、前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、ページングに関する拡張物理下
りリンク制御チャネルである。
【００１１】
（５）また、この発明の他の態様は、上述した基地局装置であって、前記第１の物理チャ
ネルは、物理報知チャネルとは異なる。
【００１２】
（６）また、この発明の他の態様は、上述した基地局装置であって、トランスポートブロ
ックを伝送する物理下りリンク共用チャネルを、ＯＦＤＭシンボルの第２の開始位置を用
いて送信する。
【００１３】
（７）また、この発明の他の態様による通信方法は、基地局装置と通信する端末装置の通
信方法であって、第１の報知情報を伝送する第１の物理チャネルであって、６個のリソー
スブロックにより配置される第１の物理チャネルを受信する過程と、拡張物理下りリンク
制御チャネル用共通探索領域内の拡張物理下りリンク制御チャネルをモニタする過程とを
有し、前記拡張物理下りリンク制御チャネルのＯＦＤＭシンボルの開始位置である第１の
開始位置は、前記第１の報知情報により指示され、前記拡張物理下りリンク制御チャネル
は、ページングに関する拡張物理下りリンク制御チャネルである。
【００１４】
（８）また、この発明の他の態様による通信方法は、端末装置と通信する基地局装置の通
信方法であって、第１の報知情報を伝送する第１の物理チャネルであって、６個のリソー
スブロックにより配置される第１の物理チャネルを送信する過程と、拡張物理下りリンク
制御チャネル用共通探索領域内の拡張物理下りリンク制御チャネルを送信する過程とを有
し、前記拡張物理下りリンク制御チャネルのＯＦＤＭシンボルの開始位置である第１の開
始位置は、前記第１の報知情報により指示され、前記拡張物理下りリンク制御チャネルは
、ページングに関する拡張物理下りリンク制御チャネルである。
【００１５】
（９）また、この発明の他の態様による集積回路は、基地局装置と通信する端末装置に搭
載可能な集積回路であって、第１の報知情報を伝送する第１の物理チャネルであって、６
個のリソースブロックにより配置される第１の物理チャネルを受信する処理部を備え、前
記処理部は、拡張物理下りリンク制御チャネル用共通探索領域内の拡張物理下りリンク制
御チャネルをモニタし、前記拡張物理下りリンク制御チャネルのＯＦＤＭシンボルの開始
位置である第１の開始位置は、前記第１の報知情報により指示され、前記拡張物理下りリ
ンク制御チャネルは、ページングに関する拡張物理下りリンク制御チャネルである。
【００１６】
（１０）また、この発明の他の態様による集積回路は、端末装置と通信する基地局装置に
搭載可能な集積回路であって、第１の報知情報を伝送する第１の物理チャネルであって、
６個のリソースブロックにより配置される第１の物理チャネルを送信する処理部を備え、
前記処理部は、拡張物理下りリンク制御チャネル用共通探索領域内の拡張物理下りリンク
制御チャネルを送信し、前記拡張物理下りリンク制御チャネルのＯＦＤＭシンボルの開始
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位置である第１の開始位置は、前記第１の報知情報により指示され、前記拡張物理下りリ
ンク制御チャネルは、ページングに関する拡張物理下りリンク制御チャネルである。
【発明の効果】
【００１７】
　この発明によれば、基地局と端末が通信する無線通信システムにおいて、基地局が端末
に対する制御情報を、物理下りリンク制御チャネルだけでなく、拡張された物理下りリン
ク制御チャネルを介して通知する場合においても、効率的に探索領域の位置を設定するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る通信システム構成例を示す図である。
【図２】同実施形態に係る下りリンクの無線フレーム構成の一例を示す図である。
【図３】同実施形態に係る上りリンクの無線フレーム構成の一例を示す図である。
【図４】同実施形態に係る基地局のブロック構成の一例を示す概略図である。
【図５】同実施形態に係る端末のブロック構成の一例を示す概略図である。
【図６】同実施形態に係るＰＤＣＣＨ領域、およびＰＤＳＣＨ領域における物理リソ　　
ースブロックと仮想リソースブロックとを示す図である。
【図７】同実施形態に係るＥ－ＰＤＣＣＨ領域におけるＥ－ＰＤＣＣＨのマッピングの一
例を示す図である。
【図８】同実施形態に係るＥ－ＰＤＣＣＨ領域におけるＥ－ＰＤＣＣＨのマッピングの他
の一例を示す図である。
【図９】同実施形態に係るＥ－ＰＤＣＣＨ領域内の構成要素の一例を示す図である。
【図１０】同実施形態に係るＥ－ＰＤＣＣＨ領域内の構成要素の他の一例を示す図である
。
【図１１】同実施形態に係るＥ－ＰＤＣＣＨ領域内の構成要素の他の一例を示す図である
。
【図１２】同実施形態に係る基地局と端末との間の下りリンクデータ送受信の流れを示す
図である。
【図１３】同実施形態に係る共通探索領域と端末固有探索領域のＯＦＤＭシンボル数の設
定方法の一例を示す図である。
【図１４】同実施形態に係る共通探索領域と端末固有探索領域のパンクチャリングされる
ＯＦＤＭシンボル数の設定方法の一例を示す図である。
【図１５】本発明の第２の実施形態に係る基地局と端末との間の下りリンクデータ送受信
の流れを示す図である。
【図１６】同実施形態に係る共通探索領域と端末固有探索領域のＯＦＤＭシンボル数の設
定方法の一例を示す図である。
【図１７】本発明の第３の実施形態に係る基地局と端末との間の下りリンクデータ送受信
の流れを示す図である。
【図１８】同実施形態に係る共通探索領域と端末固有探索領域のＯＦＤＭシンボル数の設
定方法の一例を示す図である。
【図１９】本発明の第４の実施形態に係る基地局と端末との間の下りリンクデータ送受信
の流れを示す図である。
【図２０】同実施形態に係る共通探索領域と端末固有探索領域のＯＦＤＭシンボル数の設
定方法の一例を示す図である。
【図２１】通信システム構成例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　（第１の実施形態）
　以下、本発明の第１の実施形態について説明する。本第１の実施形態における通信シス
テムは、基地局（基地局装置、下りリンク送信装置、上りリンク受信装置、ｅＮｏｄｅＢ
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）および端末（端末装置、移動局装置、下りリンク受信装置、上りリンク送信装置、ユー
ザ装置、ＵＥ）を備える。
【００２０】
　図１は、第１の実施形態に係る通信システム構成例を示す図である。図１では、基地局
１０１は端末１０２に、拡張された物理下りリンク制御チャネルである拡張物理下りリン
ク制御チャネル（Ｅ－ＰＤＣＣＨ：Ｅｎｈａｎｃｅｄ－ＰＤＣＣＨ）を用いて、下りリン
ク送信データ１０４に関する制御情報の通知を行う。端末１０２は、制御情報の検出を試
行し、検出された場合に、検出された制御情報を用いて下りリンク送信データ１０４を抽
出する。ここで、端末１０２がＥ－ＰＤＣＣＨの検出試行を行う領域である探索領域は、
端末固有のシグナリングに依存しないで決定される探索領域である共通探索領域と、端末
固有のシグナリングに依存して決定される探索領域である端末固有探索領域とに分類され
る。基地局１０１は、共通探索領域および／または端末固有探索領域にＥ－ＰＤＣＣＨを
配置して送信し、端末１０２は、共通探索領域におけるＥ－ＰＤＣＣＨ１０３および／ま
たは端末固有探索領域におけるＥ－ＰＤＣＣＨ１０４の検出試行を行う。なお、共通探索
領域および端末固有探索領域の詳細に関しては後述する。一方、基地局１０１は、Ｅ－Ｐ
ＤＣＣＨを用いる端末１０２と同時に、ＰＤＣＣＨを用いる端末１０６を収容することが
できる。基地局は１０１は、端末１０２にＥ－ＰＤＣＣＨを送信するのと同じサブフレー
ムで、端末１０６にＰＤＣＣＨ１０７を送信する。なお、端末１０２もＰＤＣＣＨ１０７
を受信する機能を有してもよい。
【００２１】
　図２は、本実施形態に係る下りリンクの無線フレーム構成の一例を示す図である。下り
リンクはＯＦＤＭアクセス方式が用いられる。下りリンクでは、ＰＤＣＣＨ、物理下りリ
ンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ＳｈａｒｅｄＣ
Ｈａｎｎｅｌ）、物理報知チャネル（ＰＢＣＨ；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ
　Ｃｈａｎｎｅｌ）、物理制御フォーマット指標チャネル（ＰＣＦＩＣＨ；Ｐｈｙｓｉｃ
ａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｆｏｒｍａｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ）などが割
り当てられる。下りリンクの無線フレームは、下りリンクのリソースブロック（ＲＢ；Ｒ
ｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）ペアから構成されている。この下りリンクのＲＢペアは、
下りリンクの無線リソースの割り当てなどの単位であり、予め決められた幅の周波数帯（
ＲＢ帯域幅）及び時間帯（２個のスロット＝１個のサブフレーム）からなる。１個の下り
リンクのＲＢペアは、時間領域で連続する２個の下りリンクのＲＢ（ＲＢ帯域幅×スロッ
ト）から構成される。１個の下りリンクのＲＢは、周波数領域において１２個のサブキャ
リアから構成され、時間領域において７個のＯＦＤＭシンボルから構成される。周波数領
域において１つのサブキャリア、時間領域において１つのＯＦＤＭシンボルにより規定さ
れる領域をリソースエレメント（ＲＥ；Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）と称する。
物理下りリンク制御チャネルは、端末装置識別子、物理下りリンク共用チャネルのスケジ
ューリング情報、物理上りリンク共用チャネルのスケジューリング情報、変調方式、符号
化率、再送パラメータなどの下りリンク制御情報が送信される物理チャネルである。なお
、ここでは一つの要素キャリア（ＣＣ；Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ）における
下りリンクサブフレームを記載しているが、ＣＣ毎に下りリンクサブフレームが規定され
、下りリンクサブフレームはＣＣ間でほぼ同期している。
【００２２】
　ＰＤＣＣＨは、サブフレーム内の先頭部分に位置する所定数のＯＦＤＭシンボル上に割
り当てられる。ＰＤＳＣＨは、ＰＤＣＣＨが割り当てられるＯＦＤＭシンボルよりも後方
部分に位置するＯＦＤＭシンボル上に割り当てられる。ＰＢＣＨは、システム帯域（ＣＣ
の帯域）の中心に位置する６リソースブロックペアにおける第２スロットに割り当てられ
る。また、ＰＢＣＨは１０サブフレーム周期で配置される。ＰＣＦＩＣＨは、サブフレー
ム内の先頭のＯＦＤＭシンボル上に離散的に割り当てられる。ＰＢＣＨおよびＰＣＦＩＣ
Ｈは、端末専用（端末固有）のシグナリングを行うことなく、いずれの端末も受信するこ
とができる。
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【００２３】
　図３は、本実施形態に係る上りリンクの無線フレーム構成の一例を示す図である。上り
リンクはＳＣ－ＦＤＭＡ方式が用いられる。上りリンクでは、物理上りリンク共用チャネ
ル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＵＳＣＨ）、
ＰＵＣＣＨなどが割り当てられる。また、ＰＵＳＣＨやＰＵＣＣＨの一部に、上りリンク
参照信号が割り当てられる。上りリンクの無線フレームは、上りリンクのＲＢペアから構
成されている。この上りリンクのＲＢペアは、上りリンクの無線リソースの割り当てなど
の単位であり、予め決められた幅の周波数帯（ＲＢ帯域幅）及び時間帯（２個のスロット
＝１個のサブフレーム）からなる。１個の上りリンクのＲＢペアは、時間領域で連続する
２個の上りリンクのＲＢ（ＲＢ帯域幅×スロット）から構成される。１個の上りリンクの
ＲＢは、周波数領域において１２個のサブキャリアから構成され、時間領域において７個
のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルから構成される。なお、ここでは一つのＣＣにおける上りリン
クサブフレームを記載しているが、ＣＣ毎に上りリンクサブフレームが規定される。
【００２４】
　図４は、本実施形態に係る基地局１０１のブロック構成の一例を示す概略図である。基
地局１０１は、コードワード生成部４０１、下りリンクサブフレーム生成部４０２、ＯＦ
ＤＭ信号送信部（下りリンク制御チャネル送信部）４０４、送信アンテナ（基地局送信ア
ンテナ）４０５、受信アンテナ（基地局受信アンテナ）４０６、ＳＣ－ＦＤＭＡ信号受信
部４０７、上りリンクサブフレーム処理部４０８、上位層（上位層制御情報通知部）４０
９を有する。下りリンクサブフレーム生成部４０２は、物理下りリンク制御チャネル生成
部４０３を有する。
【００２５】
　図５は、本実施形態に係る端末１０２のブロック構成の一例を示す概略図である。端末
１０２は、受信アンテナ（端末受信アンテナ）５０１、ＯＦＤＭ信号受信部（下りリンク
受信部）５０２、下りリンクサブフレーム処理部５０３、コードワード抽出部（データ抽
出部）５０５、上位層（上位層制御情報取得部）５０６、上りリンクサブフレーム生成部
５０７、ＳＣ－ＦＤＭＡ信号送信部５０８、送信アンテナ（端末送信アンテナ）５０９を
有する。下りリンクサブフレーム処理部５０３は、物理下りリンク制御チャネル抽出部（
下りリンク制御チャネル検出部）５０４を有する。
【００２６】
　まず、図４および図５を用いて、下りリンクデータの送受信の流れについて説明する。
基地局１０１では、上位層４０９から送られてくる送信データ（トランスポートブロック
とも称す）は、コードワード生成部４０１において、誤り訂正符号化、レートマッチング
処理などの処理が施され、コードワードが生成される。この下りリンク送信データは、端
末１０２宛の送信データである場合もあれば、ページングやシステム情報など、複数の端
末に共通の送信データである場合もある。１つのセルにおける１つのサブフレームにおい
て、最大２つのコードワードが同時に送信される。下りリンクサブフレーム生成部４０２
では、上位層４０９の指示により、下りリンクサブフレームが生成される。まず、コード
ワード生成部４０１において生成されたコードワードは、ＰＳＫ（Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆ
ｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）変調やＱＡＭ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄ
ｕｌａｔｉｏｎ）変調などの変調処理により、変調シンボル系列に変換される。また、変
調シンボル系列は、一部のＲＢ内のＲＥにマッピングされ、プレコーディング処理により
アンテナポート毎の下りリンクサブフレームが生成される。なお、下りリンクにおけるＲ
Ｅは、各ＯＦＤＭシンボル上の各サブキャリアに対応して規定される。このとき、上位層
４０９から送られてくる送信データ系列は、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ）シグナリング用の制御情報（上位層制御情報）を含む。また、物理下りリ
ンク制御チャネル生成部４０３では、物理下りリンク制御チャネルが生成される。ここで
、物理下りリンク制御チャネルに含まれる制御情報（下りリンク制御情報、下りリンクグ
ラント）は、下りリンクにおける変調方式などを示すＭＣＳ（Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａ
ｎｄ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｃｈｅｍｅ）、データ送信に用いるＲＢを示す下りリンクリソー
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ス割り当て、ＨＡＲＱの制御に用いるＨＡＲＱの制御情報（リダンダンシーバージョン・
ＨＡＲＱプロセス番号・新データ指標）、ＰＵＣＣＨの閉ループ送信電力制御に用いるＰ
ＵＣＣＨ－ＴＰＣ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）コマンド
などの情報を含む。また、物理下りリンク制御チャネル生成部４０３は、ＣＦＩ（Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ　Ｆｏｒｍａｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）などを特定する物理報知チャネルＰＢＣ
ＨやＰＣＦＩＣＨを生成する機能も有する。下りリンクサブフレーム生成部４０２は、上
位層４１０の指示により、また、下りリンク送信データの種類に応じたＲＮＴＩ（Ｒａｄ
ｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　ＩＤ）でマスクし、物理下りリンク制御チ
ャネルを下りリンクサブフレーム内のＲＥにマッピングする。物理下りリンク制御チャネ
ルがマッピングされるＲＥは、探索領域を構成するＲＥである。物理下りリンク制御チャ
ネルは、共通探索領域を構成するＲＥあるいは端末固有探索領域を構成するＲＥにマッピ
ングされる。下りリンクサブフレーム生成部４０２で生成されたアンテナポート毎の下り
リンクサブフレームは、ＯＦＤＭ信号送信部４０４においてＯＦＤＭ信号に変調され、送
信アンテナ４０５を介して送信される。
【００２７】
　端末１０２では、受信アンテナ５０１を介して、ＯＦＤＭ信号受信部５０２においてＯ
ＦＤＭ信号が受信され、ＯＦＤＭ復調処理が施される。下りリンクサブフレーム処理部５
０３は、まず物理下りリンク制御チャネル抽出部５０４においてＰＤＣＣＨ（第１の下り
リンク制御チャネル）あるいはＥ－ＰＤＣＣＨ（第２の下りリンク制御チャネル）を検出
する。より具体的には、ＰＤＣＣＨが配置され得る領域（第１の下りリンク制御チャネル
領域）あるいはＥ－ＰＤＣＣＨが配置され得る領域（第２の下りリンク制御チャネル領域
、潜在的Ｅ－ＰＤＣＣＨ）をデコードし、予め付加されているＣＲＣの検査ビットを確認
する（ブラインドデコーディング）。すなわち、物理下りリンク制御チャネル抽出部５０
４は、共通探索領域および／または端末固有探索領域に配置されたＥ－ＰＤＣＣＨをモニ
タリングする。また、ＰＢＣＨやＰＣＦＩＣＨを抽出し、ＣＦＩを取得する機能も有する
。ＣＲＣ検査ビットが予め基地局から割り当てられたＩＤ（ＲＮＴＩ）と一致する場合、
下りリンクサブフレーム処理部５０３は、ＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨを検出でき
たものと認識し、検出したＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨに含まれる制御情報を用い
てＰＤＳＣＨを抽出する。より具体的には、下りリンクサブフレーム生成部４０２におけ
るＲＥマッピング処理や変調処理に対応するＲＥデマッピング処理や復調処理などが施さ
れる。受信した下りリンクサブフレームから抽出されたＰＤＳＣＨは、コードワード抽出
部５０５に送られる。コードワード抽出部５０５では、コードワード生成部４０１におけ
るレートマッチング処理、誤り訂正符号化に対応するレートマッチング処理、誤り訂正復
号化などが施され、トランスポートブロックが抽出され、上位層５０６に送られる。すな
わち、物理下りリンク制御チャネル抽出部５０４がＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨを
検出した場合、コードワード抽出部５０５は検出されたＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣ
Ｈに関連するＰＤＳＣＨにおける送信データを抽出して上位層５０６に送る。
【００２８】
　次に、上りリンク送信データの送受信の流れについて説明する。端末１０２では、上り
リンクサブフレーム生成部５０７では、上位層５０６から送られる上りリンク送信データ
が、上りリンクサブフレーム内のＲＢにマッピングされる。ＳＣ－ＦＤＭＡ信号送信部５
０８は、上りリンクサブフレームにＳＣ－ＦＤＭＡ変調を施してＳＣ－ＦＤＭＡ信号を生
成し、送信アンテナ５０９を介して送信する。
【００２９】
　基地局１０１では、受信アンテナ４０６を介して、ＳＣ－ＦＤＭＡ信号受信部４０７に
おいてＳＣ－ＦＤＭＡ信号が受信され、ＳＣ－ＦＤＭＡ復調処理が施される。上りリンク
サブフレーム処理部４０８では、上りリンク送信データがマッピングされたＲＢから上り
リンク送信データを抽出し、抽出された上りリンク送信データは上位層４０９に送られる
。
【００３０】
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　ここで、ＣＦＩについて説明する。ＰＣＦＩＣＨにより指定されるＣＦＩは通常、ＰＤ
ＣＣＨが割り当てられるＯＦＤＭシンボルの数を示す。また、これに伴い、ＰＣＦＩＣＨ
により指定されるＣＦＩはＰＤＳＣＨの開始位置となるＯＦＤＭシンボルを特定する。一
方、本実施形態では、Ｅ－ＰＤＣＣＨの開始位置となるＯＦＤＭシンボルを特定するＣＦ
Ｉを想定している。このＣＦＩは、ＰＣＦＩＣＨにより指定されるＣＦＩであってもよい
し、それ以外の制御情報（例えば、ＰＢＣＨやＲＲＣシグナリングなど）により指定され
るＣＦＩであってもよい。あるいは、予め定められたＣＦＩ（すなわちＥ－ＰＤＣＣＨの
開始位置となるＯＦＤＭシンボルが固定）であってもよい。Ｅ－ＰＤＣＣＨのためのＣＦ
Ｉの詳細については後述する。物理下りリンク制御チャネル抽出部５０４および物理下り
リンク制御チャネル生成部４０３は記憶部を内包しており、ＣＦＩ自身あるいはＣＦＩに
より特定されるＯＦＤＭシンボル数を保有（記憶）する機能を有する。
【００３１】
　次に、ＰＤＣＣＨとＥ－ＰＤＣＣＨについて説明する。図６はＰＤＣＣＨ領域、および
ＰＤＳＣＨ領域における物理リソースブロックＰＲＢ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ＲＢ）と仮想
リソースブロックＶＲＢ（Ｖｉｒｔｕａｌ　ＲＢ）とを示す図である。実際のサブフレー
ム上のＲＢはＰＲＢと呼ばれる。また、ＲＢの割り当てに用いられる論理的なリソースで
あるＲＢはＶＲＢと呼ばれる。ＮＤＬ

ＰＲＢは、下りリンクＣＣ内で周波数方向に並べら
れたＰＲＢ数である。ＰＲＢ（あるいはＰＲＢペア）には番号ｎＰＲＢが振られ、ｎＰＲ

Ｂは周波数の低い方から順に、０、１、２、・・・、ＮＤＬ
ＰＲＢ－１となる。下りリン

クＣＣ内で周波数方向に並べられたＶＲＢ数はＮＤＬ
ＰＲＢに等しい。ＶＲＢ（あるいは

ＶＲＢペア）には番号ｎＶＲＢが振られ、ｎＶＲＢは周波数の低い方から順に、０、１、
２、・・・、ＮＤＬ

ＰＲＢ－１となる。ＰＲＢの各々とＶＲＢの各々は、明示的あるいは
黙示的／暗示的にマッピングされる。なお、ここでいう番号は、インデクスとも表現でき
る。
【００３２】
　ＰＤＣＣＨは、ＰＤＣＣＨ領域内の複数の制御チャネルエレメント（ＣＣＥ：Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）により構成される。ＣＣＥは、複数の下りリ
ンクリソースエレメントＲＥ（１つのＯＦＤＭシンボルおよび１本のサブキャリアで規定
されるリソース）により構成される。ＰＤＣＣＨ領域内のＣＣＥには、ＣＣＥを識別する
ための番号ｎＣＣＥが付与されている。ＣＣＥの番号付けは、予め決められた規則に基づ
いて行なわれる。ＰＤＣＣＨは、複数のＣＣＥからなる集合（ＣＣＥ　Ａｇｇｒｅｇａｔ
ｉｏｎ）により構成される。この集合を構成するＣＣＥの数を、「ＣＣＥ集合レベル」（
ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｌｅｖｅｌ）と称す。ＰＤＣＣＨを構成するＣＣＥ集
合レベルは、ＰＤＣＣＨに設定される符号化率、ＰＤＣＣＨに含められるＤＣＩ（Ｄｏｗ
ｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ；下りリンク制御情報）（ＰＤＣ
ＣＨ、またはＥ－ＰＤＣＣＨで送信される制御情報）のビット数に応じて基地局１０１に
おいて設定される。なお、端末に対して用いられる可能性のあるＣＣＥ集合レベルの組み
合わせは予め決められている。また、ｎ個のＣＣＥからなる集合を、「ＣＣＥ集合レベル
ｎ」という。
【００３３】
　１個のＲＥＧ（ＲＥ　Ｇｒｏｕｐ）は周波数領域の隣接する４個のＲＥにより構成され
る。さらに、１個のＣＣＥは、ＰＤＣＣＨ領域内で周波数領域及び時間領域に分散した９
個の異なるＲＥＧにより構成される。具体的には、下りリンクＣＣ全体に対して、番号付
けされた全てのＲＥＧに対してブロックインタリーバを用いてＲＥＧ単位でインタリーブ
が行なわれ、インタリーブ後の番号の連続する９個のＲＥＧにより１個のＣＣＥが構成さ
れる。
【００３４】
　各端末には、ＰＤＣＣＨを検索する領域（探索領域、検索領域）であるＳＳ（Ｓｅａｒ
ｃｈ　Ｓｐａｃｅ）が設定される。ＳＳは、複数のＣＣＥから構成される。ＣＣＥには予
め番号が振られており、番号の連続する複数のＣＣＥからＳＳは構成される。あるＳＳを
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構成するＣＣＥ数は予め決められている。各ＣＣＥ集合レベルのＳＳは、複数のＰＤＣＣ
Ｈの候補の集合体により構成される。ＳＳは、構成されるＣＣＥのうち、番号が最も小さ
いＣＣＥの番号がセル内で共通であるセル固有の共通探索領域ＣＳＳ（Ｃｅｌｌ－ｓｐｅ
ｃｉｆｉｃ　ＳＳ、Ｃｏｍｍｏｍ　ＳＳ）と、番号が最も小さいＣＣＥの番号が端末固有
である端末固有探索領域ＵＳＳ（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＳＳ）とに分類される。ＣＳ
Ｓには、システム情報あるいはページングに関する情報など、複数の端末１０２が読む制
御情報が割り当てられた（含まれた）ＰＤＣＣＨ、あるいは下位の送信方式へのフォール
バックやランダムアクセスの指示を示す下りリンク／上りリンクグラントが割り当てられ
た（含まれた）ＰＤＣＣＨを配置することができる。一方、ＵＳＳには、これらのＰＤＣ
ＣＨを配置することはできない。
【００３５】
　基地局１０１は、端末１０２において設定されるＳＳ内の１個以上のＣＣＥを用いてＰ
ＤＣＣＨを送信する。端末１０２は、ＳＳ内の１個以上のＣＣＥを用いて受信信号の復号
を行ない、自身宛てのＰＤＣＣＨを検出するための処理を行なう。前述したように、この
処理をブラインドデコーディングと呼ぶ。端末１０２は、ＣＣＥ集合レベル毎に異なるＳ
Ｓを設定する。その後、端末１０２は、ＣＣＥ集合レベル毎に異なるＳＳ内の予め決めら
れた組み合わせのＣＣＥを用いてブラインドデコーディングを行なう。言い換えると、端
末１０２は、ＣＣＥ集合レベル毎に異なるＳＳ内の各ＰＤＣＣＨの候補に対してブライン
ドデコーディングを行なう。端末１０２におけるこの一連の処理をＰＤＣＣＨのモニタリ
ングという。
【００３６】
　基地局は、ＣＳＳにページングやシステム情報やランダムアクセスレスポンスなどを指
示するＰＤＣＣＨ（複数の端末に共通の送信データを指定するＰＤＣＣＨ）を配置する。
また、端末は、ＣＳＳにおいて、Ｐ－ＲＮＴＩ、ＳＩ－ＲＮＴＩ、ＲＡ－ＲＮＴＩなどを
用いたＰＤＣＣＨのモニタリング（ブラインドデコードおよびＣＲＣ検査ビットの確認）
を行う。
【００３７】
　次に、Ｅ－ＰＤＣＣＨについて説明する。Ｅ－ＰＤＣＣＨは、基本的にＰＤＣＣＨ以外
のＯＦＤＭシンボルに配置される（ただし、一部重複してもよい）。Ｅ－ＰＤＣＣＨは、
ＰＤＳＣＨと周波数多重される。また、Ｅ－ＰＤＣＣＨが配置されうるリソースブロック
は、端末毎に設定される。
【００３８】
　図７はＥ－ＰＤＣＣＨ領域におけるＥ－ＰＤＣＣＨのマッピングの一例を示す図である
。この局所的マッピング方式によれば、１つのＥ－ＰＤＣＣＨは局所的な帯域上のＲＥに
マッピングされる。このように、１つのＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素が１つのＰＲＢ
にマッピングされるようにすることにより、Ｅ－ＰＤＣＣＨを周波数軸上で局所的に配置
することができる（リソース割当タイプ１）。このような局所的なＥ－ＰＤＣＣＨ送信が
可能なマッピングを用いたＥ－ＰＤＣＣＨ送信を局所Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信（Ｌｏｃａｌｉ
ｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信、第１のＥ－ＰＤＣＣＨ送信）と称す。局所Ｅ－ＰＤＣＣＨ
送信は、周波数選択性フェージング環境下において、品質が良好な周波数チャネルを用い
てＥ－ＰＤＣＣＨを送信することができる。そのため、伝搬路の周波数選択性を把握して
いる場合に、大きな利得を得ることができる。
【００３９】
　次に、図８はＥ－ＰＤＣＣＨ領域におけるＥ－ＰＤＣＣＨのマッピングの他の一例を示
す図である。この分散的マッピング方式によれば、１つのＥ－ＰＤＣＣＨは周波数軸上で
離れた帯域上のＲＥにマッピングされる。１つのＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素が複数
のＰＲＢにマッピングされるようにすることにより、Ｅ－ＰＤＣＣＨを周波数軸上で分散
的に配置することができる（リソース割当タイプ２）。このような分散的なＥ－ＰＤＣＣ
Ｈ送信が可能なマッピングを用いたＥ－ＰＤＣＣＨ送信を分散Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信（Ｄｉ
ｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信、第２のＥ－ＰＤＣＣＨ送信）と称す。分散Ｅ
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－ＰＤＣＣＨ送信は、周波数選択性フェージング環境下において、大きな周波数ダイバー
シチ効果を得ることができる。そのため、伝搬路の周波数選択性に左右されない利得を得
ることができる。
【００４０】
　このように、一部（あるいは全部）のＰＲＢペアが、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域（潜在的にＥ
－ＰＤＣＣＨが配置され得る領域）として設定される。さらに、明示的あるいは黙示的／
暗示的に指定されるマッピング方式により、ＰＤＳＣＨ領域中の一部（あるいは全部）の
ＰＲＢペアにＥ－ＰＤＣＣＨが配置される。
【００４１】
　以上のように、ＰＤＣＣＨとＥ－ＰＤＣＣＨとの大きな違いは、ＰＤＣＣＨがサブフレ
ーム先頭部分のＯＦＤＭシンボル上で、システム帯域全体に渡って周波数軸上で分散的に
配置されるのに対して、Ｅ－ＰＤＣＣＨは時間軸上でサブフレームの最後尾のＯＦＤＭシ
ンボルまで用いられる一方、周波数軸上では、一部の帯域（ＰＲＢ）上にマッピングされ
る点である。
【００４２】
　図９はＥ－ＰＤＣＣＨ領域内の構成要素の一例を示す図である。ＮＤＬ

ＰＲＢ個のＰＲ
ＢペアのうちＥ－ＰＤＣＣＨ領域に設定されたＮＥ－ＰＤＣＣＨ

ＰＲＢ個のＰＲＢペアを
取り出し、取り出した領域内のＲＥをインタリーブしてＥ－ＰＤＣＣＨの構成要素である
ＣＣＥに分割する。ここで、ＰＤＣＣＨと同様、Ｅ－ＰＤＣＣＨに関してもＣＳＳ（特に
Ｅ－ＰＤＣＣＨのためのＣＳＳをＥ－ＣＳＳとも称す）とＵＳＳ（特にＥ－ＰＤＣＣＨの
ためのＵＳＳをＥ－ＵＳＳとも称す）が規定される。好ましくは、図９に示すように、Ｃ
ＳＳとＵＳＳとで個別にインタリーブを行う。なお、インタリーブは、局所的なマッピン
グ方式を用いる場合と分散的なマッピング方式を用いる場合とで異なる方法を用いること
が好ましい。例えば、局所的なマッピング方式を用いる場合は、１つのＣＣＥを構成する
ＲＥが局所的な帯域内に集中するようなインタリーブ方法を用いる。一方、分散的なマッ
ピング方式を用いる場合は、１つのＣＣＥを構成するＲＥがＥ－ＰＤＣＣＨ領域内に分散
するようなインタリーブ方法を用いる。
【００４３】
　なお、ここではＥ－ＣＳＳはＣＳＳであるものとして説明するが、これに限るものでは
ない。Ｅ－ＣＳＳは端末固有シグナリングで設定されるＵＳＳである場合においても、基
地局１０１が複数の端末に対して共通のＳＳをＥ－ＣＳＳとして設定する場合には、実質
的にＣＳＳとして用いることができる。この場合、共にＵＳＳの一部であるため、Ｅ－Ｃ
ＳＳおよびＥ－ＵＳＳという呼称に替えて、プライマリＳＳおよびセカンダリＳＳと呼称
してもよい。また、この場合、端末１０２はフォールバック用途として、さらに通常のＣ
ＳＳでＰＤＣＣＨもモニタリングすることが好ましい。基地局１０１は、端末１０２との
間のチャネル状態が把握できない場合、あるいはＲＲＣ設定を再設定している期間中は、
通常のＣＳＳにおけるＰＤＣＣＨを用いる。
【００４４】
　Ｅ－ＰＤＣＣＨ構成要素に番号ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＣＣＥを振る。例えば、周波数が低い
構成要素から順に０、１、２、・・・、ＮＥ－ＰＤＣＣＨ

ＣＣＥ－１となる。つまり、周
波数領域において、潜在的Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信に対してＮＥ－ＰＤＣＣＨ

ＰＲＢ個のＰＲ
Ｂのセットが上位層のシグナリング（例えば端末個別のシグナリングやセル内共通のシグ
ナリング）により設定され、ＮＥ－ＰＤＣＣＨ

ＣＣＥ個のＥ－ＰＤＣＣＨ構成要素が使用
可能となる。このように、ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＣＣＥがｎＣＣＥとは独立して設定されると
、ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＣＣＥの値の一部は、ｎＣＣＥが取り得る値と重複する。あるいは、
ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＣＣＥの値の最初（最少）の値をＮＣＣＥあるいはＮＣＣＥよりも大き
い所定の値とする。これにより、ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＣＣＥの値の一部は、ｎＣＣＥが取り
得る値と重複しないようにすることもできる。
【００４５】
　ＰＤＣＣＨと同様、Ｅ－ＰＤＣＣＨは、所定数（集合レベル）のＥ－ＰＤＣＣＨ論理リ
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ソース要素からなる集合により構成される。例えば、アグリゲーションレベル１からアグ
リゲーションレベル８の４種類のアグリゲーションレベルがあり、それぞれ１個から８個
のＥ－ＰＤＣＣＨ論理リソース要素から１つのＥ－ＰＤＣＣＨが構成される。
【００４６】
　ここで、物理フレーム上でのＥ－ＰＤＣＣＨ領域の時間軸上での長さに着目すると、Ｃ
ＳＳに対応するＥ－ＰＤＣＣＨ領域とＵＳＳに対応するＥ－ＰＤＣＣＨ領域とで、時間軸
上の長さ（ＯＦＤＭシンボル数）が独立に設定される（異なる値に設定されることができ
る）。より具体的には、ＣＳＳに対応するＥ－ＰＤＣＣＨ領域が規定されるＯＦＤＭシン
ボルの開始位置（例えば第３ＯＦＤＭシンボル目）と、ＵＳＳに対応するＥ－ＰＤＣＣＨ
領域が規定されるＯＦＤＭシンボルの開始位置（例えば第２ＯＦＤＭシンボル目）とが独
立に設定される。これらは、ＣＦＩを用いて設定されることができる。第１のＣＦＩであ
るＣＦＩ１がＥ－ＣＳＳがマッピングされるＯＦＤＭシンボル数を示し、第２のＣＦＩで
あるＣＦＩ２がＥ－ＣＳＳがマッピングされるＯＦＤＭシンボル数を示す。
【００４７】
　あるいは、マッピングのルールは、常に先頭のＯＦＤＭシンボルからマッピングするこ
とにしておき、Ｅ－ＣＳＳとＥ－ＵＳＳとで、上書きされるＯＦＤＭシンボル数を独立に
設定されるようにすることもできる。例えば、ＣＳＳに対応するＥ－ＰＤＣＣＨ領域は、
先頭シンボルから第２ＯＦＤＭシンボル目までが上書きされ、ＵＳＳに対応するＥ－ＰＤ
ＣＣＨ領域は、先頭シンボルが上書きされる。ＣＦＩは、これらを設定するのに用いるこ
ともできる。なお、Ｅ－ＰＤＣＣＨを上書きするチャネルあるいは信号として、ＰＤＣＣ
Ｈ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ＨＡＲＱ（Ｈｙｂｌｉｄ　Ａｕｔｏ
ｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ）
などの制御チャネルチャネルであってもよいし、ＣＲＳ（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎ
ｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）などの参照信号であってもよい。あるいは、ヌル信号（振幅がゼロ
の信号）であってもよい。基地局１０１によるこれらのチャネルあるいは信号によるＥ－
ＰＤＣＣＨ上書きを、Ｅ－ＰＤＣＣＨ（のＲＥ）のパンクチャリング（ｐｕｎｃｔｕｒｉ
ｎｇ）と呼ぶ。パンクチャリングが行われた場合、端末１０２は該当するＲＥの受信シン
ボルをヌル信号に置き換える（デパンクチャリング）処理を行ってから復調処理を行って
もよいし、上書きされたＲＥの受信信号がＥ－ＰＤＣＣＨであるものとして復調を行って
もよい。
【００４８】
　図１０はＥ－ＰＤＣＣＨ領域内の構成要素の他の一例を示す図である。図９の例では、
ＣＳＳとＵＳＳとは、それぞれ異なるＰＲＢ上で規定されていたが、図１０のように、Ｃ
ＳＳとＵＳＳとは、物理フレーム上で一部あるいは全部の領域を共用することもできる。
【００４９】
　図１１はＥ－ＰＤＣＣＨ領域内の構成要素の他の一例を示す図である。図９の例では、
ＣＳＳとＵＳＳとは、それぞれ物理フレーム上で連続するＰＲＢ上で規定されていたが、
図１１のように、離散的なＰＲＢ上で規定されてもよい。
【００５０】
　図１２は、基地局１０１と端末１０２との間の下りリンクデータ送受信の流れを示す図
である。基地局１０１は、ＣＦＩ１を報知している（ステップＳ１２０１）。端末１０２
は、報知されている信号を受信し、ＣＦＩ１を抽出する。抽出したＣＦＩ１により特定さ
れるＯＦＤＭシンボル数に基づいて、Ｅ－ＣＳＳを設定する（ステップＳ１２０２）。端
末１０２は、Ｅ－ＣＳＳを設定すると、設定されたＥ－ＣＳＳにおいて、報知される送信
データ（ページングやシステム情報やランダムアクセスレスポンスなど）を指定するＥ－
ＰＤＣＣＨ（ページング指示、ＳＩ指示、ＲＡレスポンス指示など）、端末１０２宛の通
常の送信データを指定するＥ－ＰＤＣＣＨ（通常のＤＬグラント）、および、端末１０２
からのデータ送信を指示するＥ－ＰＤＣＣＨ（ＵＬグラント）などをモニタリングする。
基地局１０１は、報知される送信データ（ページングやシステム情報やランダムアクセス
レスポンスなど）の送信、端末１０２宛の通常の送信データあるいは端末１０２からのデ
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ータ送信などが必要になった場合、Ｅ－ＣＳＳにおいて、Ｅ－ＰＤＣＣＨを送信する（ス
テップＳ１２０３）。また、Ｅ－ＰＤＣＣＨが下りリンクグラントである場合は、下りリ
ンクの送信データを同じサブフレームで送信する。
【００５１】
　次に、基地局１０１は、端末１０２にＣＦＩ２をシグナリングする（ステップＳ１２０
４）。好ましくは、専用ＲＲＣシグナリングなどの各端末１０２宛の個別のシグナリング
を用いる。なお、ここでは、端末１０２がＥ－ＣＳＳをモニタリングしているときに、Ｃ
ＦＩ２をシグナリングする場合を図示しているが、これに限るものではない。例えば、Ｅ
－ＰＤＣＣＨではなく、ＰＤＣＣＨのみをモニタリングしているときでも、ＣＦＩ２をシ
グナリングすることができる。端末１０２は、シグナリングされたＣＦＩ２により特定さ
れるＯＦＤＭシンボル数に基づいて、Ｅ－ＵＳＳを設定する（ステップＳ１２０５）。端
末１０２は、Ｕ－ＣＳＳを設定すると、設定されたＵ－ＣＳＳにおいて、端末１０２宛の
通常の送信データを指定するＥ－ＰＤＣＣＨ（通常のＤＬグラント）、および端末１０２
からのデータ送信を指示するＥ－ＰＤＣＣＨ（ＵＬグラント）などをモニタリングする。
基地局１０１は、端末１０２宛の通常の送信データあるいは端末１０２からのデータ送信
などが必要になった場合、Ｅ－ＣＳＳまたはＥ－ＵＳＳにおいて、Ｅ－ＰＤＣＣＨを送信
する（ステップＳ１２０６）。また、Ｅ－ＰＤＣＣＨが下りリンクグラントである場合は
、下りリンクの送信データを同じサブフレームで送信する。なお、ここでは、Ｅ－ＣＳＳ
とＥ－ＵＳＳとを同時にモニタリングする場合について説明したが、これに限るものでは
ない。例えば、基地局１０１が端末１０２に、Ｅ－ＣＳＳのモニタリングおよび／または
Ｕ－ＣＳＳのモニタリングの設定および解除をシグナリングし、端末１０２がシグナリン
グに応じて、Ｅ－ＣＳＳおよび／またはＥ－ＵＳＳのモニタリングを開始あるいは停止す
るようにしてもよい。この場合、Ｅ－ＣＳＳとＥ－ＵＳＳとを同時にモニタリングしない
ように設定することができる。
【００５２】
　図１３は、共通探索領域と端末固有探索領域のＯＦＤＭシンボル数の設定方法の一例を
示す図である。基地局１０１は、Ｅ－ＣＳＳのＯＦＤＭシンボル数（あるいはスタート位
置）を特定するＣＦＩ１を示す情報を、ＰＢＣＨあるいはｅＰＣＦＩＣＨ（ｅｎｈａｎｃ
ｅｄ　ＰＣＦＩＣＨ）で報知する。端末１０２は、ＰＢＣＨあるいはｅＰＣＦＩＣＨで報
知された信号で示されるＣＦＩ１から、Ｅ－ＣＳＳのＯＦＤＭシンボル数（あるいはスタ
ート位置）を特定する。ここで、ｅＰＣＦＩＣＨはＰＣＦＩＣＨと同様ＣＦＩを報知する
ための物理チャネルであるが、ＰＣＦＩＣＨとは異なり、所定の限定された帯域内にマッ
ピングされている物理チャネルである。例えば、ＰＢＣＨと同様、中心の６ＰＲＢにマッ
ピングされるようにしてもよいし、他の所定のＰＲＢであってもよい。一方、基地局１０
１は、Ｅ－ＵＳＳのＯＦＤＭシンボル数（あるいはスタート位置）を特定するＣＦＩ２を
示す情報を、専用ＲＲＣシグナリングで通知（設定）する。端末１０２は、通知（設定）
されたＣＦＩ２から、Ｅ－ＵＳＳのＯＦＤＭシンボル数（あるいはスタート位置）を特定
する。
【００５３】
　あるいは、Ｅ－ＣＳＳとＥ－ＵＳＳとで、パンクチャリングを変えるようにしてもよい
。図１４は、共通探索領域と端末固有探索領域のパンクチャリングされるＯＦＤＭシンボ
ル数の設定方法の一例を示す図である。基地局１０１は、Ｅ－ＣＳＳ、Ｅ－ＵＳＳともに
、先頭のＯＦＤＭシンボルからマッピングする。基地局１０１は、Ｅ－ＣＳＳにおいてパ
ンクチャリングされるＯＦＤＭシンボル数（あるいはエンド位置）を特定するＣＦＩ１を
示す情報を、ＰＢＣＨあるいはｅＰＣＦＩＣＨ（ｅｎｈａｎｃｅｄ　ＰＣＦＩＣＨ）で報
知する。端末１０２は、ＰＢＣＨあるいはｅＰＣＦＩＣＨで報知された信号で示されるＣ
ＦＩ１から、Ｅ－ＣＳＳにおいてパンクチャリングされるＯＦＤＭシンボル数（あるいは
エンド位置）を特定する。一方、基地局１０１は、Ｅ－ＵＳＳにおいてパンクチャリング
されるＯＦＤＭシンボル数（あるいはエンド位置）を特定するＣＦＩ２を示す情報を、専
用ＲＲＣシグナリングで通知（設定）する。端末１０２は、通知（設定）されたＣＦＩ２
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から、Ｅ－ＵＳＳにおいてパンクチャリングされるＯＦＤＭシンボル数（あるいはエンド
位置）を特定する。
【００５４】
　このように、基地局１０１は、Ｅ－ＣＳＳとＥ－ＵＳＳとで、Ｅ－ＰＤＣＣＨを実質的
にマッピングする（あるいは実質的にマッピングしない）ＯＦＤＭシンボル数を個別に設
定する。また、基地局１０１は、Ｅ－ＣＳＳにおいてＥ－ＰＤＣＣＨを実質的にマッピン
グする（あるいは実質的にマッピングしない）ＯＦＤＭシンボル数を特定する情報を報知
し、Ｅ－ＵＳＳにおいてＥ－ＰＤＣＣＨを実質的にマッピングする（あるいは実質的にマ
ッピングしない）ＯＦＤＭシンボル数を特定する情報を端末１０２に専用ＲＲＣシグナリ
ングで通知する。端末１０２は、Ｅ－ＣＳＳにおいてＥ－ＰＤＣＣＨを実質的にマッピン
グする（あるいは実質的にマッピングしない）ＯＦＤＭシンボル数を特定する情報に基づ
いてＥ－ＣＳＳを設定し、Ｅ－ＣＳＳにおいてＥ－ＰＤＣＣＨをモニタリングする。また
、端末１０２は、Ｅ－ＵＳＳにおいてＥ－ＰＤＣＣＨを実質的にマッピングする（あるい
は実質的にマッピングしない）ＯＦＤＭシンボル数を特定する情報に基づいてＥ－ＵＳＳ
を設定し、Ｅ－ＵＳＳにおいてＥ－ＰＤＣＣＨをモニタリングする。
【００５５】
　これにより、探索領域の位置を基地局１０１と端末１０２との間で共通に設定すること
ができる。また、Ｅ－ＣＳＳとＥ－ＵＳＳとを個別に設定することができるため、効率的
なＥ－ＰＤＣＣＨの送受信を行うことができる。特に、基地局１０１が、端末１０２とＰ
ＤＣＣＨを用いる端末１０６とで同時に通信する際、Ｅ－ＣＳＳおよびＥ－ＵＳＳと、Ｐ
ＤＣＣＨ領域が重複しないように設定することができるため、Ｅ－ＰＤＣＣＨとＰＤＣＣ
Ｈが互いに干渉を与えない。また、端末１０２は、システム帯域内に広く分散配置された
ＰＣＦＩＣＨを取得しなくても、ＰＤＣＣＨ領域と重複しないＥ－ＣＳＳを用いることが
できるため、ＰＣＦＩＣＨを取得する端末と比較して受信帯域を狭く設定することができ
る。さらに、端末１０２は、基地局１０１と専用シグナリングを行わなくても、ＰＤＣＣ
Ｈ領域と重複しないＥ－ＣＳＳを用いることができるため、初期アクセスなど、コネクシ
ョンが確立していない場合でもＥ－ＰＤＣＣＨの送受信が可能となる。また、ページング
やシステム情報に関するＤＬグラントが配置されるＥ－ＣＳＳに対するＯＦＤＭシンボル
数を特定する情報を報知することにより、複数の端末に対して共通に、かつ効率的に設定
することができる。同時に、端末１０２は、ＰＤＣＣＨ領域と重複しないようにＥ－ＣＳ
Ｓを安全なＯＦＤＭシンボル上に静的に設定し、Ｅ－ＵＳＳの設定はＰＤＣＣＨ領域に応
じて適応的に変更することができるため、効率的な制御チャネルの利用を行うことができ
る。
【００５６】
　（第２の実施形態）
　第１の実施形態では、基地局から端末にＣＦＩ１を報知し、ＣＦＩ２を通知する構成に
ついて説明した。これに対して、第２の実施形態では、ＣＦＩ１は固定であり、基地局か
ら端末にＣＦＩ２を通知する構成について説明する。以下、本発明の第２の実施形態につ
いて説明する。なお、本実施形態に係る基地局装置および端末装置は、図４および図５に
示した基地局１０１および端末１０２の構成例と同様の構成で実現することができる。ま
た、図２、図３および図６から図１１に示したフレームおよびチャネル構成例と同様の構
成で実現することができる。そのため、重複する部分について詳細な説明は繰返さない。
【００５７】
　図１５は、基地局１０１と端末１０２との間の下りリンクデータ送受信の流れを示す図
である。ＣＦＩ１は予め決められたパラメータであり、基地局１０１と端末１０２とで共
通のパラメータとして予め設定されている。端末１０２は、予め決められたＣＦＩ１によ
り特定されるＯＦＤＭシンボル数に基づいて、Ｅ－ＣＳＳを設定する（ステップＳ１５０
１）。端末１０２は、Ｅ－ＣＳＳを設定すると、設定されたＥ－ＣＳＳにおいて、報知さ
れる送信データ（ページングやシステム情報やランダムアクセスレスポンスなど）を指定
するＥ－ＰＤＣＣＨ（ページング指示、ＳＩ指示、ＲＡレスポンス指示など）、端末１０
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２宛の通常の送信データを指定するＥ－ＰＤＣＣＨ（通常のＤＬグラント）、および、端
末１０２からのデータ送信を指示するＥ－ＰＤＣＣＨ（ＵＬグラント）などをモニタリン
グする。基地局１０１は、報知される送信データ（ページングやシステム情報やランダム
アクセスレスポンスなど）の送信、端末１０２宛の通常の送信データあるいは端末１０２
からのデータ送信などが必要になった場合、Ｅ－ＣＳＳにおいて、Ｅ－ＰＤＣＣＨを送信
する（ステップＳ１５０２）。また、Ｅ－ＰＤＣＣＨが下りリンクグラントである場合は
、下りリンクの送信データを同じサブフレームで送信する。
【００５８】
　次に、基地局１０１は、端末１０２にＣＦＩ２をシグナリングする（ステップＳ１５０
３）。好ましくは、専用ＲＲＣシグナリングなどの各端末１０２宛の個別のシグナリング
を用いる。なお、ここでは、端末１０２がＥ－ＣＳＳをモニタリングしているときに、Ｃ
ＦＩ２をシグナリングする場合を図示しているが、これに限るものではない。例えば、Ｅ
－ＰＤＣＣＨではなく、ＰＤＣＣＨのみをモニタリングしているときでも、ＣＦＩ２をシ
グナリングすることができる。端末１０２は、シグナリングされたＣＦＩ２により特定さ
れるＯＦＤＭシンボル数に基づいて、Ｅ－ＵＳＳを設定する（ステップＳ１５０４）。端
末１０２は、Ｕ－ＣＳＳを設定すると、設定されたＵ－ＣＳＳにおいて、端末１０２宛の
通常の送信データを指定するＥ－ＰＤＣＣＨ（通常のＤＬグラント）、および端末１０２
からのデータ送信を指示するＥ－ＰＤＣＣＨ（ＵＬグラント）などをモニタリングする。
基地局１０１は、端末１０２宛の通常の送信データあるいは端末１０２からのデータ送信
などが必要になった場合、Ｅ－ＣＳＳまたはＥ－ＵＳＳにおいて、Ｅ－ＰＤＣＣＨを送信
する（ステップＳ１５０５）。また、Ｅ－ＰＤＣＣＨが下りリンクグラントである場合は
、下りリンクの送信データを同じサブフレームで送信する。
【００５９】
　図１６は、共通探索領域と端末固有探索領域のＯＦＤＭシンボル数の設定方法の一例を
示す図である。Ｅ－ＣＳＳのＯＦＤＭシンボル数（あるいはスタート位置）を特定するＣ
ＦＩ１を示す情報は固定パラメータであり、基地局１０１と端末１０２とで共通に設定さ
れている。基地局１０１は、ＣＦＩ１に基づくＥ－ＣＳＳにＥ－ＰＤＣＣＨを配置し、端
末１０２は、ＣＦＩ１に基づくＥ－ＣＳＳでＥ－ＰＤＣＣＨをモニタリングする。一方、
基地局１０１は、Ｅ－ＵＳＳのＯＦＤＭシンボル数（あるいはスタート位置）を特定する
ＣＦＩ２を示す情報を、専用ＲＲＣシグナリングで通知（設定）する。端末１０２は、通
知（設定）されたＣＦＩ２から、Ｅ－ＵＳＳのＯＦＤＭシンボル数（あるいはスタート位
置）を特定する。
【００６０】
　なお、図１６の例では、Ｅ－ＣＳＳおよびＥ－ＵＳＳのためのＯＦＤＭシンボル数を設
定する場合について示しているが、第１の実施形態における図１４の例と同様、Ｅ－ＣＳ
ＳとＥ－ＵＳＳとで、パンクチャリングするＯＦＤＭシンボル数を設定ようにしてもよい
。また、図１６では、Ｅ－ＣＳＳのスタート位置として第３シンボル目と固定する場合に
ついて示しているが、第３シンボル目に限定するものではない。例えば、Ｅ－ＣＳＳは先
頭シンボルからマッピングするようにし、パンクチャリングを行わない（すなわちスター
ト位置を第１シンボル目に固定する）ようにすることもできる。
【００６１】
　このように、基地局１０１は、Ｅ－ＣＳＳとＥ－ＵＳＳとで、Ｅ－ＰＤＣＣＨを実質的
にマッピングする（あるいは実質的にマッピングしない）ＯＦＤＭシンボル数を個別に設
定する。また、Ｅ－ＣＳＳにおいてＥ－ＰＤＣＣＨを実質的にマッピングする（あるいは
実質的にマッピングしない）ＯＦＤＭシンボル数を固定とし、基地局１０１は、Ｅ－ＵＳ
ＳにおいてＥ－ＰＤＣＣＨを実質的にマッピングする（あるいは実質的にマッピングしな
い）ＯＦＤＭシンボル数（可変）を特定する情報を端末１０２に専用ＲＲＣシグナリング
で通知する。端末１０２は、Ｅ－ＣＳＳにおいてＥ－ＰＤＣＣＨを実質的にマッピングす
る固定の（あるいは実質的にマッピングしない）ＯＦＤＭシンボル数に基づいてＥ－ＣＳ
Ｓを設定し、Ｅ－ＣＳＳにおいてＥ－ＰＤＣＣＨをモニタリングする。また、端末１０２
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は、Ｅ－ＵＳＳにおいてＥ－ＰＤＣＣＨを実質的にマッピングする（あるいは実質的にマ
ッピングしない）ＯＦＤＭシンボル数を特定する情報に基づいてＥ－ＵＳＳを設定し、Ｅ
－ＵＳＳにおいてＥ－ＰＤＣＣＨをモニタリングする。
【００６２】
　これにより、探索領域の位置を基地局１０１と端末１０２との間で共通に設定すること
ができる。また、Ｅ－ＣＳＳとＥ－ＵＳＳとを個別に設定することができるため、効率的
なＥ－ＰＤＣＣＨの送受信を行うことができる。特に、基地局１０１が、端末１０２とＰ
ＤＣＣＨを用いる端末１０６とで同時に通信する際、Ｅ－ＣＳＳおよびＥ－ＵＳＳとＰＤ
ＣＣＨ領域との重複を制御できる。端末１０２は、システム帯域内に広く分散配置された
ＰＣＦＩＣＨを取得しなくても、ＰＤＣＣＨ領域と重複しないＥ－ＣＳＳを用いることが
できるため、ＰＣＦＩＣＨを取得する端末と比較して受信帯域を狭く設定することができ
る。さらに、端末１０２は、基地局１０１と専用シグナリングを行わなくても、ＰＤＣＣ
Ｈ領域と重複しないＥ－ＣＳＳを用いることができるため、初期アクセスなど、コネクシ
ョンが確立していない場合でもＥ－ＰＤＣＣＨの送受信が可能となる。また、ページング
やシステム情報に関するＤＬグラントが配置されるＥ－ＣＳＳに対するＯＦＤＭシンボル
数を特定する情報を報知することにより、複数の端末に対して共通に、かつ効率的に設定
することができる。同時に、端末１０２は、ＰＤＣＣＨ領域と重複しないようにＥ－ＣＳ
Ｓを安全なＯＦＤＭシンボル上に静的に設定し、Ｅ－ＵＳＳの設定はＰＤＣＣＨ領域に応
じて適応的に変更することができるため、効率的な制御チャネルの利用を行うことができ
る。
【００６３】
　Ｅ－ＣＳＳの領域を、ＰＤＣＣＨと重複しないように固定する場合、Ｅ－ＣＳＳとＰＤ
ＣＣＨが干渉しないようにすることができる。また、Ｅ－ＣＳＳの領域を、ＰＤＣＣＨと
重複を許すように固定（例えば、先頭シンボルからマッピングし、パンクチャリングを行
わない）する場合、ＰＤＣＣＨの領域を知ることができる端末と、ＰＤＣＣＨの領域を知
ることができない端末とで共通のマッピングを行うことができる。そのため、ＰＤＣＣＨ
の領域を知ることができる端末と、ＰＤＣＣＨの領域を知ることができない端末とで、Ｅ
－ＣＳＳにおけるＥ－ＰＤＣＣＨを共用することができる。一方、端末固有のＥ－ＰＤＣ
ＣＨのみが割り当てられるＥ－ＵＳＳは、ＰＤＣＣＨの領域を知ることができる／できな
いによらず、端末固有にＯＦＤＭシンボル数を設定することができるため、ＰＤＣＣＨと
干渉を起こさず、かつＰＤＣＣＨ領域が少ない場合でもＥ－ＰＤＣＣＨ領域を拡大するこ
とで効率的なリソースの利用を行うことができる。
【００６４】
　（第３の実施形態）
　第１の実施形態では、基地局から端末にＣＦＩ１を報知し、ＣＦＩ２を通知する構成に
ついて説明した。これに対して、第３の実施形態では、ＣＦＩ１を基地局から端末にを報
知し（あるいはＣＦＩ１を固定とし）、基地局から端末にＣＦＩ２をＣＦＩ１とは異なる
チャネルで報知する構成について説明する。以下、本発明の第３の実施形態について説明
する。なお、本実施形態に係る基地局装置および端末装置は、図４および図５に示した基
地局１０１および端末１０２の構成例と同様の構成で実現することができる。また、図２
、図３および図６から図１１に示したフレームおよびチャネル構成例と同様の構成で実現
することができる。そのため、重複する部分について詳細な説明は繰返さない。
【００６５】
　図１７は、基地局１０１と端末１０２との間の下りリンクデータ送受信の流れを示す図
である。基地局１０１は、ＣＦＩ１をＰＢＣＨで報知する（ステップＳ１７０１）。なお
、ＣＦＩ１が予め決められたパラメータであり、基地局１０１と端末１０２とで共通のパ
ラメータとして予め設定される場合は、ステップＳ１７０１は不要である。基地局１０１
は、ＣＦＩ２をＰＣＦＩＣＨあるいはえＰＣＦＩＣＨで報知する（ステップＳ１７０２）
。端末１０２は、ＣＦＩ１により特定されるＯＦＤＭシンボル数に基づいて、Ｅ－ＣＳＳ
を設定する（ステップＳ１７０３）。端末１０２は、Ｅ－ＣＳＳを設定すると、設定され
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たＥ－ＣＳＳにおいて、報知される送信データ（ページングやシステム情報やランダムア
クセスレスポンスなど）を指定するＥ－ＰＤＣＣＨ（ページング指示、ＳＩ指示、ＲＡレ
スポンス指示など）、端末１０２宛の通常の送信データを指定するＥ－ＰＤＣＣＨ（通常
のＤＬグラント）、および、端末１０２からのデータ送信を指示するＥ－ＰＤＣＣＨ（Ｕ
Ｌグラント）などをモニタリングする。基地局１０１は、報知される送信データ（ページ
ングやシステム情報やランダムアクセスレスポンスなど）の送信、端末１０２宛の通常の
送信データあるいは端末１０２からのデータ送信などが必要になった場合、Ｅ－ＣＳＳに
おいて、Ｅ－ＰＤＣＣＨを送信する（ステップＳ１７０４）。また、Ｅ－ＰＤＣＣＨが下
りリンクグラントである場合は、下りリンクの送信データを同じサブフレームで送信する
。なお、ここでは、端末１０２がＥ－ＣＳＳを設定する前に、基地局１０１がＣＦＩ２を
報知する場合を図示しているが、これに限るものではない。例えば、ＰＣＦＩＣＨやｅＰ
ＣＦＩＣＨはサブフレーム毎に挿入することができるため、基地局１０１がサブフレーム
毎にＣＦＩ２をで報知するようにしてもよい。
【００６６】
　端末１０２は、シグナリングされたＣＦＩ２により特定されるＯＦＤＭシンボル数に基
づいて、Ｅ－ＵＳＳを設定する（ステップＳ１５０４）。端末１０２は、Ｕ－ＣＳＳを設
定すると、設定されたＵ－ＣＳＳにおいて、端末１０２宛の通常の送信データを指定する
Ｅ－ＰＤＣＣＨ（通常のＤＬグラント）、および端末１０２からのデータ送信を指示する
Ｅ－ＰＤＣＣＨ（ＵＬグラント）などをモニタリングする。基地局１０１は、端末１０２
宛の通常の送信データあるいは端末１０２からのデータ送信などが必要になった場合、Ｅ
－ＣＳＳまたはＥ－ＵＳＳにおいて、Ｅ－ＰＤＣＣＨを送信する（ステップＳ１５０５）
。また、Ｅ－ＰＤＣＣＨが下りリンクグラントである場合は、下りリンクの送信データを
同じサブフレームで送信する。
【００６７】
　図１８は、共通探索領域と端末固有探索領域のＯＦＤＭシンボル数の設定方法の一例を
示す図である。基地局１０１は、Ｅ－ＣＳＳのＯＦＤＭシンボル数（あるいはスタート位
置）を特定するＣＦＩ１を示す情報を、ＰＢＣＨで報知する。あるいはＥ－ＣＳＳのＯＦ
ＤＭシンボル数（あるいはスタート位置）を特定するＣＦＩ１を示す情報は固定パラメー
タであり、基地局１０１と端末１０２とで共通に設定されている。基地局１０１は、ＣＦ
Ｉ１に基づくＥ－ＣＳＳにＥ－ＰＤＣＣＨを配置し、端末１０２は、ＣＦＩ１に基づくＥ
－ＣＳＳでＥ－ＰＤＣＣＨをモニタリングする。一方、基地局１０１は、Ｅ－ＵＳＳのＯ
ＦＤＭシンボル数（あるいはスタート位置）を特定するＣＦＩ２を示す情報を、ＰＣＦＩ
ＣＨあるいはｅＰＣＦＩＣＨで報知する。端末１０２は、報知されたＣＦＩ２から、Ｅ－
ＵＳＳのＯＦＤＭシンボル数（あるいはスタート位置）を特定する。
【００６８】
　なお、図１８の例では、Ｅ－ＣＳＳおよびＥ－ＵＳＳのためのＯＦＤＭシンボル数を設
定する場合について示しているが、第１の実施形態における図１４の例と同様、Ｅ－ＣＳ
ＳとＥ－ＵＳＳとで、パンクチャリングするＯＦＤＭシンボル数を設定ようにしてもよい
。
【００６９】
　このように、基地局１０１は、Ｅ－ＣＳＳとＥ－ＵＳＳとで、Ｅ－ＰＤＣＣＨを実質的
にマッピングする（あるいは実質的にマッピングしない）ＯＦＤＭシンボル数を個別に設
定する。また、Ｅ－ＣＳＳにおいてＥ－ＰＤＣＣＨを実質的にマッピングする（あるいは
実質的にマッピングしない）ＯＦＤＭシンボル数を固定（ＰＢＣＨで報知されるパラメー
タもほぼ固定（静的）とみなすことができる）とし、基地局１０１は、Ｅ－ＵＳＳにおい
てＥ－ＰＤＣＣＨを実質的にマッピングする（あるいは実質的にマッピングしない）ＯＦ
ＤＭシンボル数を特定する情報を端末１０２にＰＣＦＩＣＨやｅＰＣＦＩＣＨなどの動的
に報知内容を変更することができる報知チャネルで通知する。端末１０２は、Ｅ－ＣＳＳ
においてＥ－ＰＤＣＣＨを実質的にマッピングする固定の（あるいは実質的にマッピング
しない）ＯＦＤＭシンボル数に基づいてＥ－ＣＳＳを設定し、Ｅ－ＣＳＳにおいてＥ－Ｐ
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ＤＣＣＨをモニタリングする。また、端末１０２は、Ｅ－ＵＳＳにおいてＥ－ＰＤＣＣＨ
を実質的にマッピングする（あるいは実質的にマッピングしない）ＯＦＤＭシンボル数を
特定する情報に基づいてＥ－ＵＳＳを設定し、Ｅ－ＵＳＳにおいてＥ－ＰＤＣＣＨをモニ
タリングする。
【００７０】
　これにより、探索領域の位置を基地局１０１と端末１０２との間で共通に設定すること
ができる。また、Ｅ－ＣＳＳとＥ－ＵＳＳとを個別に設定することができるため、効率的
なＥ－ＰＤＣＣＨの送受信を行うことができる。特に、基地局１０１が、端末１０２とＰ
ＤＣＣＨを用いる端末１０６とで同時に通信する際、Ｅ－ＣＳＳおよびＥ－ＵＳＳとＰＤ
ＣＣＨ領域との重複を制御できる。端末１０２は、システム帯域内に広く分散配置された
ＰＣＦＩＣＨを取得しなくても、ＰＤＣＣＨ領域と重複しないＥ－ＣＳＳを用いることが
できるため、ＰＣＦＩＣＨを取得する端末と比較して受信帯域を狭く設定することができ
る。さらに、端末１０２は、基地局１０１と専用シグナリングを行わなくても、ＰＤＣＣ
Ｈ領域と重複しないＥ－ＣＳＳを用いることができるため、初期アクセスなど、コネクシ
ョンが確立していない場合でもＥ－ＰＤＣＣＨの送受信が可能となる。また、ページング
やシステム情報に関するＤＬグラントが配置されるＥ－ＣＳＳに対するＯＦＤＭシンボル
数を特定する情報を報知することにより、複数の端末に対して共通に、かつ効率的に設定
することができる。同時に、端末１０２は、ＰＤＣＣＨ領域と重複しないようにＥ－ＣＳ
Ｓを安全なＯＦＤＭシンボル上に静的に設定し、Ｅ－ＵＳＳの設定はＰＤＣＣＨ領域に応
じて適応的に変更することができるため、効率的な制御チャネルの利用を行うことができ
る。
【００７１】
　Ｅ－ＣＳＳの領域を、ＰＤＣＣＨと重複しないように固定する場合、Ｅ－ＣＳＳとＰＤ
ＣＣＨが干渉しないようにすることができる。また、Ｅ－ＣＳＳの領域を、ＰＤＣＣＨと
重複を許すように固定（例えば、先頭シンボルからマッピングし、パンクチャリングを行
わない）する場合、ＰＤＣＣＨの領域を知ることができる端末と、ＰＤＣＣＨの領域を知
ることができない端末とで共通のマッピングを行うことができる。そのため、ＰＤＣＣＨ
の領域を知ることができる端末と、ＰＤＣＣＨの領域を知ることができない端末とで、Ｅ
－ＣＳＳにおけるＥ－ＰＤＣＣＨを共用することができる。一方、端末固有のＥ－ＰＤＣ
ＣＨのみが割り当てられるＥ－ＵＳＳは、ＰＤＣＣＨの領域に応じて、端末共通にＯＦＤ
Ｍシンボル数を設定することができるため、ＰＤＣＣＨと干渉を起こさず、かつＰＤＣＣ
Ｈ領域が少ない場合でもＥ－ＰＤＣＣＨ領域を拡大することで効率的なリソースの利用を
行うことができる。
【００７２】
　（第４の実施形態）
　第１から第３の実施形態では、１つの基地局と端末との間のＣＦＩ１およびＣＦＩ２の
設定について説明した。これに対して、第４の実施形態では、基地局間でのハンドオーバ
（ＨＯ：Ｈａｎｄ　Ｏｖｅｒ）時のＣＦＩ１およびＣＦＩ２の設定について説明する。以
下、本発明の第４の実施形態について説明する。なお、本実施形態に係る基地局装置（ソ
ース基地局およびターゲット基地局）および端末装置は、図４および図５に示した基地局
１０１および端末１０２の構成例と同様の構成で実現することができる。また、図２、図
３および図６から図１１に示したフレームおよびチャネル構成例と同様の構成で実現する
ことができる。そのため、重複する部分について詳細な説明は繰返さない。
【００７３】
　図１９は、ＨＯ元の基地局であるソース基地局、ＨＯ先の基地局であるターゲット基地
局と端末１０２との間の下りリンクデータ送受信の流れを示す図である。ソース基地局か
らターゲット基地局へのＨＯが決定すると、ソース基地局は、ターゲット基地局のシステ
ム情報、端末の新しいＩＤ、ランダムアクセスリソースなどの情報を、ＨＯメッセージと
して専用ＲＲＣシグナリングを用いて端末１０２に通知する。このとき、ＨＯメッセージ
には、ＣＦＩ１および／またはＣＦＩ２を特定する情報が含まれる（ステップＳ１９０１
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）。端末１０２は、ターゲット基地局と同期を取った後、ランダムアクセス手続きを開始
する（ステップＳ１９０２）。端末１０２は、ＣＦＩ１により特定されるＯＦＤＭシンボ
ル数に基づいて、Ｅ－ＣＳＳを設定する（ステップＳ１９０３）。端末１０２は、Ｅ－Ｃ
ＳＳを設定すると、設定されたＥ－ＣＳＳにおいて、ランダムアクセスレスポンスや端末
１０２からターゲット基地局へのデータ送信を指示するＥ－ＰＤＣＣＨ（ＵＬグラント）
などをモニタリングする。ターゲット基地局１０１は、Ｅ－ＣＳＳにおいて、ランダムア
クセスレスポンスを送信する（ステップＳ１９０４）。また、ターゲット基地局１０１は
、Ｅ－ＣＳＳにおいて、Ｅ－ＰＤＣＣＨ（ＵＬグラント）を送信する（ステップＳ１９０
５）。端末１０２は、ＲＲＣ再設定の完了を示す通知を行う（ステップＳ１９０６）。
【００７４】
　端末１０２は、シグナリングされたＣＦＩ２により特定されるＯＦＤＭシンボル数に基
づいて、Ｅ－ＵＳＳを設定する（ステップＳ１９０７）。端末１０２は、Ｕ－ＣＳＳを設
定すると、設定されたＵ－ＣＳＳにおいて、端末１０２宛の通常の送信データを指定する
Ｅ－ＰＤＣＣＨ（通常のＤＬグラント）、および端末１０２からのデータ送信を指示する
Ｅ－ＰＤＣＣＨ（ＵＬグラント）などをモニタリングする。基地局１０１は、端末１０２
宛の通常の送信データあるいは端末１０２からのデータ送信などが必要になった場合、Ｅ
－ＣＳＳまたはＥ－ＵＳＳにおいて、Ｅ－ＰＤＣＣＨを送信する（ステップＳ１９０８）
。また、Ｅ－ＰＤＣＣＨが下りリンクグラントである場合は、下りリンクの送信データを
同じサブフレームで送信する。
【００７５】
　図２０は、共通探索領域と端末固有探索領域のＯＦＤＭシンボル数の設定方法の一例を
示す図である。ソース基地局は、Ｅ－ＣＳＳのＯＦＤＭシンボル数（あるいはスタート位
置）を特定するＣＦＩ１を示す情報と、Ｅ－ＣＳＳのＯＦＤＭシンボル数（あるいはスタ
ート位置）を特定するＣＦＩ１を示す情報とをＨＯメッセージに含めて端末１０２に通知
する。ターゲット基地局は、ＣＦＩ１に基づくＥ－ＣＳＳにＥ－ＰＤＣＣＨを配置し、端
末１０２は、ＣＦＩ１に基づくＥ－ＣＳＳでＥ－ＰＤＣＣＨをモニタリングする。一方、
ターゲット基地局は、ＣＦＩ２に基づくＥ－ＵＳＳにＥ－ＰＤＣＣＨを配置し、端末１０
２は、ＣＦＩ２に基づくＥ－ＵＳＳでＥ－ＰＤＣＣＨをモニタリングする。
【００７６】
　なお、図２０の例では、Ｅ－ＣＳＳおよびＥ－ＵＳＳのためのＯＦＤＭシンボル数を設
定する場合について示しているが、第１の実施形態における図１４の例と同様、Ｅ－ＣＳ
ＳとＥ－ＵＳＳとで、パンクチャリングするＯＦＤＭシンボル数を設定ようにしてもよい
。
【００７７】
　このように、ソース基地局は、ターゲット基地局がＥ－ＣＳＳとＥ－ＵＳＳとでＥ－Ｐ
ＤＣＣＨを実質的にマッピングする（あるいは実質的にマッピングしない）ＯＦＤＭシン
ボル数を、個別に設定する。また、端末１０２は、Ｅ－ＣＳＳおよびＥ－ＵＳＳのそれぞ
れにおいてＥ－ＰＤＣＣＨを実質的にマッピングする（あるいは実質的にマッピングしな
い）ＯＦＤＭシンボル数を特定する情報に基づいてＥ－ＣＳＳおよびＥ－ＵＳＳを設定し
、Ｅ－ＣＳＳおよびＥ－ＵＳＳにおいてＥ－ＰＤＣＣＨをモニタリングする。
【００７８】
　これにより、探索領域の位置をターゲット基地局と端末１０２との間で共通に設定する
ことができる。また、Ｅ－ＣＳＳとＥ－ＵＳＳとを個別に設定することができるため、効
率的なＥ－ＰＤＣＣＨの送受信を行うことができる。
【００７９】
　なお、上記各実施形態では、端末がＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨをＣＳＳで検出
するか、ＵＳＳで検出するかに応じて、Ｅ－ＰＤＣＣＨが実質的にマッピングされるＯＦ
ＤＭシンボル数を切り替えた。しかしながら、ＳＳに代えて、ＤＣＩフォーマットに応じ
て切り替えるようにしても、上記各実施形態に近い効果を得ることができる。より具体的
には、端末がＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨとして、ＣＳＳで送信可能なＤＣＩフォ
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ーマットを検出するか、ＵＳＳでのみ送信可能なＤＣＩフォーマットを検出するかに応じ
て、Ｅ－ＰＤＣＣＨが実質的にマッピングされるＯＦＤＭシンボル数を切り替える。また
、基地局がＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨとしてＣＳＳで送信可能なＤＣＩフォーマ
ットを送信するか、ＵＳＳでのみ送信可能なＤＣＩフォーマットを送信するかに応じて、
Ｅ－ＰＤＣＣＨを実質的にマッピングするＯＦＤＭシンボル数を切り替える。
【００８０】
　なお、上記各実施形態では、データチャネル、制御チャネル、ＰＤＳＣＨ、ＰＤＣＣＨ
および参照信号のマッピング単位としてリソースエレメントやリソースブロックを用い、
時間方向の送信単位としてサブフレームや無線フレームを用いて説明したが、これに限る
ものではない。任意の周波数と時間で構成される領域および時間単位をこれらに代えて用
いても、同様の効果を得ることができる。
【００８１】
　また、上記各実施形態では、ＰＤＳＣＨ領域に配置される拡張された物理下りリンク制
御チャネルをＥ－ＰＤＣＣＨと呼称し、従来の物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ
）との区別を明確にして説明したが、これに限るものではない。両方をＰＤＣＣＨと称す
る場合であっても、主にＰＤＳＣＨ領域に配置される拡張された物理下りリンク制御チャ
ネルとＰＤＣＣＨ領域に配置される従来の物理下りリンク制御チャネルとで異なる動作を
すれば、Ｅ－ＰＤＣＣＨとＰＤＣＣＨとを区別する上記各実施形態と実質的に同じである
。
【００８２】
　なお、端末が基地局と通信を開始する際に、基地局に対して上記各実施形態で記載の機
能が使用可能であるか否かを示す情報（端末能力情報、あるいは機能グループ情報）を基
地局に通知することにより、基地局は上記各実施形態で記載の機能が使用可能であるか否
かを判断することができる。より具体的には、上記各実施形態で記載の機能が使用可能で
ある場合に、端末能力情報にそれを示す情報を含め、上記各実施形態で記載の機能が使用
可能ではない場合には、端末能力情報に本機能に関する情報を含めないようにすればよい
。あるいは、上記各実施形態で記載の機能が使用可能である場合に、機能グループ情報の
所定ビットフィールドに１を立て、上記各実施形態で記載の機能が使用可能ではない場合
には、機能グループ情報の所定ビットフィールドを０とするようにすればよい。
【００８３】
　本発明に関わる基地局および端末で動作するプログラムは、本発明に関わる上記実施形
態の機能を実現するように、ＣＰＵ等を制御するプログラム（コンピュータを機能させる
プログラム）である。そして、これら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的に
ＲＡＭに蓄積され、その後、各種ＲＯＭやＨＤＤに格納され、必要に応じてＣＰＵによっ
て読み出し、修正・書き込みが行なわれる。プログラムを格納する記録媒体としては、半
導体媒体（例えば、ＲＯＭ、不揮発性メモリカード等）、光記録媒体（例えば、ＤＶＤ、
ＭＯ、ＭＤ、ＣＤ、ＢＤ等）、磁気記録媒体（例えば、磁気テープ、フレキシブルディス
ク等）等のいずれであってもよい。また、ロードしたプログラムを実行することにより、
上述した実施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムの指示に基づき、オペ
レーティングシステムあるいは他のアプリケーションプログラム等と共同して処理するこ
とにより、本発明の機能が実現される場合もある。
【００８４】
　また市場に流通させる場合には、可搬型の記録媒体にプログラムを格納して流通させた
り、インターネット等のネットワークを介して接続されたサーバコンピュータに転送した
りすることができる。この場合、サーバコンピュータの記憶装置も本発明に含まれる。ま
た、上述した実施形態における基地局および端末の一部、または全部を典型的には集積回
路であるＬＳＩとして実現してもよい。基地局および端末の各機能ブロックは個別にチッ
プ化してもよいし、一部、または全部を集積してチップ化してもよい。また、集積回路化
の手法はＬＳＩに限らず専用回路、または汎用プロセッサで実現しても良い。また、半導
体技術の進歩によりＬＳＩに代替する集積回路化の技術が出現した場合、当該技術による
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【００８５】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００８６】
　本発明は、無線基地局装置や無線端末装置や無線通信システムや無線通信方法に用いて
好適である。
【符号の説明】
【００８７】
１０１　基地局
１０２、１０６　端末
１０３　共通探索領域における拡張物理下りリンク制御チャネル
１０４　下りリンク送信データ
１０５　端末固有探索領域における拡張物理下りリンク制御チャネル
１０７　物理下りリンク制御チャネル
４０１　コードワード生成部
４０２　下りリンクサブフレーム生成部
４０３　物理下りリンク制御チャネル生成部
４０４　ＯＦＤＭ信号送信部
４０５、５１１　送信アンテナ
４０６、５０１　受信アンテナ
４０７　ＳＣ－ＦＤＭＡ信号受信部
４０８　上りリンクサブフレーム処理部
４０９、５０６　上位層
５０２　ＯＦＤＭ信号受信部
５０３　下りリンクサブフレーム処理部
５０４　物理下りリンク制御チャネル抽出部
５０５　コードワード抽出部
５０７　上りリンクサブフレーム生成部
５０８　ＳＣ－ＦＤＭＡ信号送信部
２１０１　基地局
２１０２　端末
２１０３　共通探索領域における物理下りリンク制御チャネル
２１０４　下りリンク送信データ
２１０５　端末固有探索領域における物理下りリンク制御チャネル
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